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1 .はじめに

平成 18年に食品衛生法が改定され、残留農薬にもポジティプリスト制度が導入された。

散布時のドリフトに関する試験は積み重ねられているが、農薬散布機の洗浄に関するデ

ータは十分ではなく、洗浄水の作物残留リスクの有無を検討する必要があった。そこで、

実際に小型散布機 2種(肩掛け散布機、セット動噴)を水道水で洗浄し、洗浄水中の残

留農薬濃度を測定することにより、農薬残留リスクについて検討した。

2. 方法

<肩掛け散布機>

薬液はメパニピリムフロアブル(濃度 272ppm)、ジエトフェンカルブ・プロシミドン水

和剤(119ppm、プロシミドンは分析非対象)、散布機はステンレス製肩掛け噴霧機

MD-9SW(横浜植木製、タンク容量 9L)を用いて検討した。薬液はタンクにノズルを挿入し

て噴霧し、タンクの壁面に付着させるように循環させた。その後、ノズ、ルから薬液を全

量噴霧して回収し、これを初期濃度とした。洗浄はまず、タンクに 4.5Lの水道水を入れ、

軽く水平に撹枠後、タンク上部から排水し、これを洗浄水とした。更に 6Lの水道水を入

れて同様の操作を行い、排水を洗浄水とした。次いで、タンクに 3Lの水道水を入れた後、

噴口を外して加圧、約半量の水をノズルから排水した。このときの最初と最終の排水の

一部を採取し、これを洗浄水とした。その後、噴口を付けて少量の残液で同様の操作を

もう 1回繰り返した。

<セット動噴>

薬液はジエトフェンカルブ・プロシミドン水和剤 (88ppm・266ppm)、MEP乳剤(142'"'-'
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356ppm)、赤色 106号水溶液 (5445ppm)、タンクは 400L(FRP製)、セット動噴は MS413(丸

山製作所製)、 3種類のホースを用いて検討した。薬液はタンクにノズルを挿入して噴霧

し、タンクの壁面に付着させるように循環させた。その後、ノズルから薬液を全量噴霧

して回収し、これを初期濃度とした。洗浄には水道水を用い、まず、タンクのドレイン

を開放してタンクのみを洗浄した。このとき、 ドレインからの排水を洗浄水とした。次

いで、吸水ホース、余水ホースを PP容器に移動させて水道水で満たした後、ノズルから

噴霧してポリエチレン袋に回収し、これを洗浄水とした。このとき、 PP容器の水がなく

ならないよう、水道水で連続的に供給した。

3. 結果と考察

初期濃度に対して洗浄水の濃度が低下した比率を濃度低下率 CRR(= (1 - (洗浄水

の濃度/初期濃度) )x100 (%))として、洗浄の効果を評価した。

<肩掛け散布機>

タンク洗浄では、両薬剤とも 1回目で CRR>98始、 2回目で CRR>99.9犯となった。一方、

ノズ、ルまでの洗浄では、メパニピリムは噴口を外した通水 1回目で CRR>9側、 1ppm以下、

ジエトフェンカルブでは通水 l回目で CRR>97%、噴口を装着した 2回目の通水で CRR>99弘、

lppm以下となった。

<セット動噴>

タンクの洗浄では、いずれの薬剤でも壁面を一通り洗浄すれば CRR>95%となった。

一方、ノズルまでの洗浄ではいずれの薬剤でも、 CRR>95%を得るためには保持容量(散

布機、ホース、ノズルに薬液が残存する容量)の 2.6倍、 CRR>99%を得るためには 6.6 

倍であった。

また、洗浄水の作物残留に与える影響は、付着量や農薬成分の減衰も考慮すると大き

なリスクではないと考えられた。

14 




